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11月｢関西文化の日｣及び「関西文化月間」の実施について 

 

関西圏域内の美術館・博物館・資料館等文化施設の入館料(原則として常設展)を無

料とし、広く関西の魅力ある文化に触れていただく秋の恒例イベント「関西文化の日」

を参加施設のご協力のもと、１１月１８日(土曜日)、１９日(日曜日)を中心に開催し

ます。２１年目となる今回は、４２２施設(１０月８日時点)が参加登録しています。 

本イベントを通じて、地元の魅力を再発見していただくとともに「関西文化」の認

知度とブランド力の一層の向上を図ります。 

 

主 催  関西広域連合、関西観光本部、関西元気文化圏推進協議会 

後 援  ワールドマスターズゲームズ2021関西組織委員会 

実施日  ２０２３年(令和５年)１１月１８日(土曜日)、１９日(日曜日)を 

中心とした１１月中 

 

【府県別の参加施設数内訳】 10月8日時点 

福井県 31 施設 大阪府 65施設 鳥取県 17施設 

三重県 33 施設 兵庫県 96施設 徳島県 14施設 

滋賀県 24 施設 奈良県 43施設  

京都府 63 施設 和歌山県 36施設 合計 422施設 

※開館等についての最新情報は各施設の公式サイト等でご確認ください。 

 

 また、今年度も「関西文化の日」の取組と連動し、１１月を「関西文化月間」と

位置づけ、芸術文化情報ウェブサイト「 The KANSAI Guide 」において関西各地の

様々な芸術文化情報を幅広く発信します。 

 



 

 

 参考  

 

関西文化の日とは 

「関西文化の日」とは、関西が誇る長い歴史に培われた豊かな文化資源に気軽に接する機会を提供

することにより、美術・学術愛好者等の増大を図る事業です。 

関西２府８県４政令市内の美術館、博物館などの文化施設のご協力により、１１月にそれぞれ無料

開放日を設定し、文化施設の入館料（原則として常設展）を無料にすることで、域内の方々に広く美

術作品や学術資料に接する機会を提供します。 

また、域外に向けても、文化が息づく関西を広く、かつ強くアピールし、圏域への集客を図ります。 

 

【「関西文化の日」チラシ配布場所】 

 「関西文化の日」参加各施設及び各府県市の総合案内センター等で配布します。 

 

【ウェブサイト「 The KANSAI Guide 」】 

「関西文化月間」を設定し、「関西文化の日」や関西の観光サイト「 The KANSAI Guide 」の芸術文

化情報と連動し、様々な芸術文化情報の収集・発信を行う。 
 

 ホームページ：https://www.the-kansai-guide.com/ja/kansaibunka/ 

 

 

関西元気文化圏推進協議会について 

２００３年(平成１５年)３月、河合隼雄文化庁長官（当時）が「日本の社会を文化で元気にしよう」

「そのために、まず関西から始めましょう」という「関西元気文化圏構想」を発表し、これに応え、

同年８月に、関西の自治体、経済界、関係事業者、報道機関などの代表者が集まり発足したものです。 

関西各地の魅力あふれる文化の力を結集し、豊かで活力のある圏域創りを推進し、ひいては日本全

体を元気にすることを目指し、「文化力」を発信するための取組を幅広く展開してい

ます。 

 ホームページ：https://kansai.bunkaryoku.bunka.go.jp/#pages/approach 

   

 

 

 

 


